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1 問題意識



① 新課程下の高校地理における
GIS（地理情報システム）

形式化（形骸化）をいかに防ぐか？

伊藤（2019）

地理総合
持続可能な地域
国際理解・国際協力

地図・地理情報システム

理想
（本来）

現実
（形骸化）



懸念が現実化しつつある・・・。

GIS“体験”
させて終了



楽器を演奏しない
作曲を教えない音楽教室

“体験”で終らせる地図・GIS

高得点を
狙うよ



② 日常化するオンライン学習に

地理をどう位置づけるか？

教育におけるGISの活用から

総合的な GLS（地理学習システム）へ
Geographic Learning System



地理の学習で身につく技能は
語学に近い

英語の四技能



教科書・文献・統計・地図を

読める

レポートや主題図を

書ける（描ける）

当事者の話や映像資料

を聞き取れる

調査の目的や結果

報告を的確に話せる



学習内容の定着
講義と実習との連動

自学自習を支援
するための仕組み

オンラインGLS



2 事例紹介



週に1度のGIS実習
（富士東高校の「金曜GIS」）



静岡県立富士東高校

富士市にある普通科高校
1978年創立
1学年６クラス（２４０名）
地理Bは理系のみ必修
（２年：２単位／３年：４単位）



金曜日は「GISの日」
3年理系（36～37名×3クラス）
同じ日に同じ内容の実習を展開

無料でシンプルに
（フリーソフトやWeb GIS）
教科書準拠
（その週にやった単元に関連）

50分完結
（課題によっては２週連続も）



これまで行った実習

（１）人口データを料理する①

http://itochiriback.seesaa.net/article/481713613.html

http://itochiriback.seesaa.net/article/481713613.html


（２）人口データを料理する②

http://itochiriback.seesaa.net/article/481980565.html

http://itochiriback.seesaa.net/article/481980565.html




（３）富士市に都市問題はあるか？
（２回シリーズ）

http://itochiriback.seesaa.net/article/482064874.html

http://itochiriback.seesaa.net/article/482064874.html






（４）宗教マップの作図
（２回シリーズ）

http://itochiriback.seesaa.net/article/482186412.html

http://itochiriback.seesaa.net/article/482186412.html






実習はペーパーレス

GISデータ
マニュアルスライド
レポート課題

ファイルサーバーから各自デスクトップに展開
レポート課題をファイルサーバーに提出
（作図した地図を貼り付けてコメント）

・・・・一長一短



データ・マニュアルは公開

ブログ：「いとちり」
http://itochiriback.seesaa.net/

http://itochiriback.seesaa.net/


4 考察と展望



① 新課程下の高校地理における
GIS（地理情報システム）

形式化（形骸化）をいかに防ぐか？

ルーティン化 する効果の検証が必要

（生徒の学力の向上／教師のスキルアップ）



② 日常化するオンライン学習に

地理をどう位置づけるか？

教育におけるGISの活用から

総合的な GLS（地理学習システム）へ
Geographic Learning System



パソコン室内で完結している“GIS実習”

家で続きができる「オンライン教材」に

技術的には十分可能だが、
進学校の3年生全員を対象
にするのは現実的ではない。



GIS実習と日々の授業との連動が鍵

地理の４技能を高める授業の起点
orアンカーとしての“GIS実習”



教科書・文献・統計・地図を

読める

レポートや主題図を

書ける（描ける）

当事者の話や映像資料

を聞き取れる

調査の目的や結果

報告を的確に話せる

興味・関心

技能の習得



教科書・文献・統計・地図を

読める

レポートや主題図を

書ける（描ける）

当事者の話や映像資料

を聞き取れる

調査の目的や結果

報告を的確に話せる

あえて手書き
（手描き）にさせて
みるのもありでは？



教科書・文献・統計・地図を

読める

レポートや主題図を

書ける（描ける）

当事者の話や映像資料

を聞き取れる

調査の目的や結果

報告を的確に話せる

短い時間の
“振り返り”
（ペア／グループ）



教科書・文献・統計・地図を

読める

レポートや主題図を

書ける（描ける）

当事者の話や映像資料

を聞き取れる

調査の目的や結果

報告を的確に話せる

解説の講義
短い動画視聴と
チェックドリル



教室で行う「入試問題演習」

GISで可視化した解説をみればよくわかる
（家でも画像を参照できる）

地形図（着色や立体化）
統計資料（主題図）
資料写真と地図の組み合わせ



侮れない「アナログGIS」

GISを参照して紙の課題に取り組む

じっくり考える
じっくり資料を読む
答えを導き出す

評価に差をつけやすい

次回実施
（今週金曜日～）



5 まとめ



新課程下の高校地理における

GIS（地理情報システム）の

形式化（形骸化）をいかに防ぐか？

実習の頻度を決めてのルーティン化が有効
（理科の“実験”・家庭科の“調理実習）



GISはGLS（地理学習システム）の土台



地理総合（2単位）／地理探求（3単位）

週１でGIS実習！？

“一人一台端末”世代の高校進学

教材とノウハウを蓄積しながら
カスタマイズしていきたい



ありがとうございました。


